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(1) 1位置変化J (die Ortveranderung)という Nutzeffektについて
「資本論」第二巻において， Nutzeffektとし、う概念は12個所， 15ケ使用さ
れている。原書 (DasKapital. Buch l， Dietz Verlag Berlin 1953) 30， 50 




(4ケ)， 51， 118， 133， 144， 153， 156， 201， 228， 314， 359頁にあるO これ
を原稿の成立順において見れば次の様になる O
第百稿 (1867'"'-'1870年)118， 133， 144， 153， 1560 
第E稿 (1870年〉、 201，228， 314， 3590 
第V稿 (1877年〉
第四稿(1878年〉









て， 314 (II)， 359 (II)頁は diekommunistische Gesellschaft. における
Nutzeffektであり， 30 (II)頁は Dienstとしての有用的労働と有用的効果で
ある O そして， 144(町〉頁は運送される物と Nutzeffekt，153 (町)， 50 (V)， 
51 (V)頁では， die Ortveranderungという Nutzeffektが問題となっている。
。以下，ここでは「位置変化」とし、う有用的効果を問題とし， 314， 359頁にお
ける有用的効果にはふれない。
( i) die Ortveranderung (1位置変化J)という Nutzeffektの存在証明。
「位置変化」とし、う有用的効果は原書 50(V)， 51 (V)， 153 (百〉頁におい
て使用されているが，ことに50，51頁においては「位置変化」としづ概念が詳
しく分析されており，かつ原稿の成立順序からすれば，第百稿よりも第V稿が


























運送費用が生産する「位置変化J (die Ortveranderung) という有用的効果
の生産には，運送される物・使用価値は生産手段として入り込まぬ。だが他
(1) K-II， S. 50.訳書， 73頁。
(2) K-IT， S.153.訳書， 205頁。
(3) K-IT， S.144.訳書， 193頁。
(4) 拙稿 1資本論』第一巻における有用的効果についてJ(1)の(-)(前出〉。


























(6) K-II， S.50.訳書， 73頁。



























(9) K-JI， S.50.訳書， 73頁。
(1) K-1， S. 186.訳書， 331頁。
(2) K-1， S. 185.訳書， 329頁。

























(引 K-1， S. 188.訳書， 332頁。
(5) K-1， S.191.訳書， 338頁。
(6) iW'価値論』研究J (岩波書庖)安部隆一著，第八論文 iW'生産力』と使用価値」参
照。


































































K-1， S. 188.訳書， 334頁。
K-I， S.405.訳書， 631頁。
K-1， S. 405.訳書， 632頁。
K-1， S. 406.訳書， 633頁。






















































(2) K-II， S.51.訳書， 73-74頁。






















































(6) K-II， S.51.訳書， 73頁。
(7) K-II， S.89.訳書， 123-124頁。

























( 1 ) 運送費用の流通費的性格
第一巻の帰着点としての商品，資本の生産物としての商品が第二巻の出発点
をなす。第二巻の立場で考察すれば，これは部門1，部門Eを形成する商品で
あり，それは W'als W と把握されている。
(9) K-I[， S. 51.訳書， 73頁。





























(2) K-1， S. 189.訳書， 334頁。


























(4) K-II， S. 139.訳書， 187頁。
(5) K-II， S. 142.訳書， 191頁。








運送手段生産部門と称す〉の総商品 (Tm) W' = 600，資本の社会的平均有機的
構成は4. 1，剰余価値率 100%，運送費用として投下される生産資本 200c+
50v=250， このうち部門Iの総商品の運送の為に投下される生産資本， IT'i・










1 4000c + 1000v + 1000m = 6000 
工Tm 400c+ 100v+ 100m= 600 
I 2000c + 500v十 500m=3000
運送手段生産部門は部門工に属する。正常な再生産を前提とすれば，総商品
=9600の運送手段として生産的消費される運送手段=200は，当年度において
新たに附加された 1Tm， 100v十100m= 200でもって現物=価値填補されねば
ならぬ。もしそうではなく，例えば運送手段=300が総商品=9600の運送のた

















3600c + 300c + 100c + 1 1 000v十779m+96m+(25m)1 + (10Om) =6000 






























I [1000c十779c十堕C十25c1十 14c十95c十(lc)1+500v十380m+ (24m) 





17'mi 4c十 1v十 1m= 6の (N)W( 6)を 7，














(Pm) W(3600c)ー 3600G・3600Gー (ρm)W(3600) 
αII αII αII αII 
社会的にみれば，左辺=右辺で， αII は空費として消失する。
(ii) 300c 1 = 300c工Tm，(ρm) W(300c) = (Tm) W(300c) 
αIZ TII αIZ TII 
生産手段として生産的消費される商品の部門1，部門1Tm聞の相互における
現物=価値填補である。再生産=流通形式でみれば，
工 (Pm) W(300c) ー300G~. /300G-(Tm) W(300)生産手段として生産
α1 Z α1 Z ，>:' T 1 1 T 1 1 的消費
1 Tm (Tm) W(300c)ー 300Gμ，、300Gー (ρm)W(300) 
TII TII αII αII 
点線は貨幣通流を表わす。
部門工では α1Z主1'11' 1Tmでは TII量αIIであるが，社会的にみれば， αIZ+
TII=TII+αJI で，相互に相殺される。つまり，空費として消失する。
(ii) 1001 c= 100c 1 Tm の相互交換と，部門I内における 100c1 Tmと1001m
α13 T1Z T1Z 
との相互入替。
1001cは 1Tm=運送手段生産部門において生産手段として生産的消費され
るO 他方 100c1 Tmは部門Iの総商品 (6000)の運送過程に入札運送手段と
して現物=価値填補される。したがって，部門工が同一規模の再生産をなそう










17'mi ・'¥，100Gー (7'm)W(100) 運送手段として生産
¥ 7¥2 712 的消費
1 7'm (T m) W(100c)ー100Gピ.1100Gー (Pm)W(100)














α21α21γ sll，s'11 sll，s'11 
1.4 A( 1000) -1000供矢 ，'1000Gー (Lm)W(1000) 
戸1's' 11 s 11， s'11 /'， s 11 s 11 
r (Lm) W( 1000c) -1000Gι.¥1000Gー (Pm)W(1000) 
sl1 sll α21α21 
1，工.4.， Iの各部門内における運送費用は必ずしも左辺=右辺とならぬが，
社会的にみれば，左辺=右辺であり，運送費用は空費として消失する。
(v) 7791 m=779IIe， (ρm) W(779m) = (Lm) W(779c) 
α2 sI2 α22 sI2 
再生産=流通形式でみれば，
工 (ん)W(779m)ー 779GF，・，779Gー (Lm)W(779) 部門工の資本家階級
α22 α22 >: s 12 s 12 の個人的消費
I (Lm) W(779c)ー 779G":• ¥779Gー (Pm)W(779) 
















¥ _25G ~A(25) 
よ，/s14' s'I4 s14' s'I4 
A(25) ー25Gピ.¥，25Gー (Lm)W(25)
sI4，s'i4 s14，s'14 ，，'て戸14 sI4 
(Lm) W(25c)ー 25Gピ. '25Gー (Pm)W(25)









(vi) 96v 1 Tm=96TIc' 96v 1 Tmの部門Eでの 96TIm との相互入替，961 m= 
96TIm 0 
s31 
721 sI3 α23 














r21 ¥〆 s13's'13 
A(96) ー96GIt.¥'，・ノ96G-(Lm) W(96) 
s13' ßI3'~，' sl3 
(Lm) W(96c) -96Gι'A郎G (ーん)W(96)
戸13lJ'α23
(Lm〉W(96m〉-96Gpd
s31 ¥.. ~ 
IITtA!96 Gー (Tm)W(96) 
'¥T2l 











にみれば，左辺=右辺であり，r21' s13' s'13' s31' α23は空費として消失す
る。 96ITmは部門Eにおける運送費用 (96)の剰余価値よりの控除である O そ
れ故，(Lm) W(96m)の右辺は欠如する。他方，96Gー (Tm)W(96)は部門Eの
総商品 (3000)の運送過程における運送手段の生産的消費である。






17'm (T m) W(4v) -4Gt-. ，4G-A(4) 
r2 、〉/PlE，P'l5
A(4) -4G正、 ，.4Gー (Lm)W(4)
s15' s'15 ベ s15










ITm (Tm)W(95m)-95G~ ・ /95Gー (Lm)W(95) 個人的消費
7Z3 、~. s16 




(x) 1m 1 Tm=lITc 
732 s17 





ITm (Tm)W(lm)ー 1GT. 剰余価値からの控除
732 ¥ 
1 TmTi ¥. /lG-A(l) 生産的消費
k F17，F17 
1 A(l) -1ω.し1G-(Lm)W(1)
sI7> s' 17 ペ s17




























I (Lm)W(500v) ー500G~ ・ /500G-A(5QO)






I (Lm)W(380m)ー 380G・380Gー (Lm)W(380)
s22 s22 
(xiv) (24llm) 24llm が部門Eにおける運送過程の可変資本として控除され
s32 
るO 再生産=流通でみれば，





















|α(1 h 31) 







α(1 h 12' 13) 
+ 
(ん)W(1000v) -5875σ. 











(Pm)W (125m) - 125G・
α(31， 32) 
/T m(100) 
((N) W' (150) ー 150σ〉・ 125G-l1イ r12 ρ
¥ A (25) ‘ 
¥ s14 
A(1025) --1025G・1025G-(Lm) W(1025) 
s (1" 14) 戸(1"14) 
運送手段生産部門
(T m) W(400c) 
r (11， 12) 
/Pm(400) 
( 500G-W( α(12' 13)ρ 
I ¥ A (100) ~ 





r (21， 22) 





r (3" 3 2)
A(lOl) - 101G・
s (13， 15， 17) 
/T m(4) 
5G-W( r31 
¥ A (1) 
¥ s17 
101G-(Lm) W(101) 
s (13， 15， 17) 





(Lm) W(2000c) 1αω22'23'32) 
s (11) 1わ 13，14， 15， 16， 17)
十 16，i7)f2500G-WTm(I00〉 .ρ
(Lm)弥刀(3000)
(Lm) W(500v) ー 2880G'.1 f ~仙 23 ， 32) 
( jA(500) 
s21 ¥ I 
¥ s21 + 




(2) r( =6) 言α12+α13十r31+sI3+sI5十s16+s17
(3) s( =144)言α21十α22+α23十α32+r21+r22+r23十r32+s21+s22+s32 
社会的にみれば， (1)+(幼+(3)としてみれば，左辺=右辺となる。つまり， α，
s， r，が空費として消滅する。然し各部門毎に見れば必ずしも右辺=左辺とは
ならぬ。左辺-右辺=11α の場合，部門工の総商品 (6000) の「位置変化」の
為に生産的消費された α=150よりも， 自己部門内で負担せねばならぬ価値
の方が少ない事を意味する。つまり， 1α だけ部門Iの剰余価値からの控除が









αIIh 12， 13).T 1II，12).s 1・17 /α111叶 3・21-23，3h 32) 





αα2・制，γ側 .s (22) 
+ 
W(250m) 
α13h 321 ， r (31.321， s (3h 321 
I ¥A(16∞〉1-935OG'・I \H~ I P 12.13.15.21) 
l1350gー (Lm)W(1350) 
s 12・1602. 31 
- 250G・





s 10 13. 14. 15. 17.210叩
、s114.17・32)
• 1650Gー (Lm)W(1650) 




/(T m) W(200) 
(N)W'(300)ー 300σ ・250G-MT(12， 3l)
¥ A(50) 
¥ s(l4'lh32) 
200c + 50v = 250たる生産資本で、出発し，年度末には 200c+50v十50m=300
たる Nutzeffektが生産され，総商品 (9600)によって生産的消費される。その


















1600m = (6400c十1600v)P' + (200c + 50v) 1ゲ+200c十50v
しかるに，200cは運送手段生産部門の商品，100v+100mによって填補される
のであるから，これを上式に代入し，整理すれば，









































(2) K-l[， S. 292.訳書， 380頁。
(3) K-l[， S. 268.訳書， 350頁。
(4) r流通諸費用の経済学的研究J(前出)114頁。
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